
木とふれあう環境づくり推進事業実施要領
（木育の推進（木育環境の整備），木造施設等の整備，木製品の開発及び普及）

第１ 目的

この要領は，木とふれあう環境づくり推進事業（以下「事業」という。）の適

正かつ円滑な実施を図るために必要な事項を定めるものとする。

第２ 事業の趣旨

県産材を積極的に活用し，子どもたちが木に触れて親しむ木育環境の整備や，

多くの人たちが木の良さを実感できる木造施設等の整備，県産材の利用が広が

る木製品の開発及び普及に関する取組を県民から公募し，選定された者に対し

て支援することにより，森林をすべての県民で守り育てる意識の醸成を図る。

第３ 事業の内容

（1） 木育の推進（木育環境の整備）

未就学児や小学生等が使用する県産材を積極的に活用した机・椅子や教育

資材等の整備に対して助成する。

（2） 木造施設等の整備

県産材を積極的に活用したデザイン性等に優れた施設の木造化，内装木質

化及び木製品の設置に対して助成する。

（3) 木製品の開発及び普及

県産材の需要拡大につながる製品等の商品化に向けた開発及び普及に対し

て助成する。

第４ 公募の内容

事業の募集対象，申請者の応募要件，公募期間，補助対象経費等については，

別に定める｢木とふれあう環境づくり推進事業募集要領」によるものとする。

第５ 応募申請

１ 事業に応募しようとする者（以下｢申請者｣という。）は，木とふれあう環境づ

くり推進事業応募申請書（以下｢応募申請書｣という。）を県に提出するものとす

る。

「木育の推進（木育環境の整備）」と「木造施設等の整備」については，事業

実施箇所の所在する県地域振興局，支庁，熊毛支庁屋久島事務所（以下｢地域振

興局等｣という。）の長に応募申請書を提出するものとする。

「木製品の開発及び普及」については，申請者の所在地を管轄する地域振興

局等の長に応募申請書を提出するものとする。

２ 地域振興局等の長は，提出された応募申請書を取りまとめ，環境林務部長に

提出するものとする。



第６ 事業の選定

１ 知事は，事業の適正な審議・選定を行うため，別に定める事業選定委員会設

置規程により，外部専門家等で構成される選定委員会を開催するものとする。

２ 選定委員会は，第５の応募申請書を審査し，補助対象事業を選定する。

なお，「木育の推進（木育環境の整備）」については，選定委員会において，

補助金額を決定する。

３ 選定結果については，応募のあったすべての申請者に通知するとともに，地

域振興局等の長にはその写しを送付するものとする。

ただし，事業効果を発揮させるために，選定した事業計画に修正，又は条件

を付すことがある。

第７ 事業の実施

１ 第６の選定結果を受け，事業を実施しようとする者（以下「事業実施主体」

は，鹿児島県みんなの森づくり県民税関係事業補助金交付要綱（以下「要綱」

という。）第３条に定める補助金等交付申請書を指定された期限までに管轄する

地域振興局等の長に提出するものとする。

２ 事業実施主体は，地域振興局等の長から要綱第５条に定める補助金交付決定

通知を受けた後に，事業着手することとする。また，事業着手及び事業完了の

ときは，事業着手（完了）報告書（別記第１号様式）を速やかに地域振興局等

の長に提出するものとする。

３ 指定された期限までに事業実施主体から補助金等交付申請書が提出されない

場合や提出された事業計画書に従って事業が実施されない場合において，知事

はあらかじめ勧告し，なおかつ，改めない場合には事業選定の取り消しを行う

ことがある。

４ 整備された木造施設等及び開発に供した試作品等には，みんなの森づくり県

民税による事業である旨を可能な限り木製資材で表示することとし，製品普及

に関する取組に供したチラシ類等についても同趣旨の文言を記載することとす

る。

５ ｢木育の推進（木育環境の整備）｣の事業実施主体は，事業実施の年度内に木

育活動に取り組むこととし，活動実施後は，木育活動実施報告書（別記第２号

様式）を当該事業実施年度の３月末日までに地域振興局等の長に提出するもの

とする。

第８ 事業計画の変更

１ 事業実施主体は，やむを得ない事情により要綱第６条に定める補助事業の内

容等を変更する場合には，管轄する地域振興局等の長を経由して，知事と協議

するものとする。

１ 知事は，要綱第６条第２項に定める補助金等変更申請書の提出があった場合

には，必要に応じて選定委員会の開催又は選定委員への文書による協議を行い，

要綱第６条第３項に定める変更承認又は変更交付決定を行うものとする。



第９ 補助金等交付申請書等に添付すべき書類

１ 要綱第３条第２項(3)で定める補助金等交付申請書及び要綱第６条第２項(3)

で定める補助金等変更申請書に添付すべき書類の「その他知事が必要と認める

書類」とは，次のとおりとする。

なお，県税を納付すべき法人等にあっては，県税の納税証明書（未納なし証

明）を添付するものとする。

(1) 木育の推進（木育環境の整備：机・椅子，教育資材等の整備）

ア 事業を実施する施設等のパンフレットや写真

イ 位置図（事業実施箇所を記入したもの）

ウ 設計図（立体図，平面図）

エ 積算内訳書若しくは見積書

(2) 木造施設等の整備（施設の整備：施設の木造化，内装木質化）

ア 位置図（事業実施箇所を記入したもの）

イ 事業実施箇所周辺の写真

ウ 設計図（立面図，平面図，断面図，内観イメージ図）

エ 完成イメージ図（カラー印刷）

オ 積算内訳書若しくは見積書

カ 木材使用量内訳書

(3) 木造施設等の整備（製品の設置：木製品の設置）

ア 事業を実施する施設等のパンフレットや写真

イ 位置図（製品の設置箇所を記入したもの）

ウ 設計図（立体図，平面図）

エ 完成イメージ図（カラー印刷）

オ 積算内訳書若しくは見積書

(4) 木製品の開発及び普及(木製品の開発及び普及：一般枠，学生デザイン活用枠）

ア 位置図（製品開発の実施予定箇所，実証試験予定箇所等を記入したもの）

イ 設計図（立面図，平面図）又は完成イメージ図（カラー印刷）

ウ 開発フロー図（設計，試作，実証試験，製品普及等事業の主要過程や各

過程の実施予定時期等を記入したもの）

エ 機械，装置等備品を購入する場合にあってはその見積書

２ 要綱第８条第２項(3)で定める補助事業等実績報告書に添付すべき書類の「そ

の他知事が必要と認める書類」とは，次のとおりとする。

(1) 木育の推進（木育環境の整備：机・椅子，教育資材等の整備）

ア 位置図

イ 完成写真

ウ 県産材証明書（「合法木材証明制度」に基づく「鹿児島県産材の証明方法」

によるものとする）

(2) 木造施設等の整備（施設の整備：施設の木造化，内装木質化）

ア 位置図

イ 完成写真

ウ 県産材証明書（「合法木材証明制度」に基づく「鹿児島県産材の証明方法」



によるものとする）

(3) 木造施設等の整備（製品の設置：木製品の設置）

ア 位置図

イ 完成写真

ウ 県産材証明書（「合法木材証明制度」に基づく「鹿児島県産材の証明方法」

によるものとする）

(4) 木製品の開発及び普及(木製品の開発及び普及：一般枠，学生デザイン活用枠）

ア 位置図（開発に要した試作，実証試験等の実施箇所を記入したもの）

イ 執行状況の記録（開発の主要過程毎の経過状況，実施した時期や箇所，

具体的な開発内容等について記入したもの）

ウ 執行状況及び成果写真

第10 確認検査

地域振興局等の長は，要綱８条に定める補助事業等実績報告書受理後速やか

に，別に定める木とふれあう環境づくり推進事業確認検査要領に基づき確認検

査を行うものとする。

第11 補助金の額の確定

地域振興局等の長は，第10の完了確認検査の結果に基づき，補助金の額を確

定し，事業実施主体に通知するものとする。

第12 補助金の交付

補助金の請求について，事業実施主体は第11の通知を受けた後，要綱第11条

に定める補助金等交付請求書を地域振興局等の長に提出して行うものとする。

第13 報告

地域振興局等の長は，管内の事業実績を取りまとめ，事業実施の翌年度４月

10日までに事業実施主体から提出された補助事業等実績報告書（添付書類含む）

及び木育活動実施報告書の写しを環境林務部長に提出するものとする。

第14 その他

１ 知事は，事業を円滑に推進する上で必要と認める場合には，事業実施主体に

対して報告を求めることがある。

２ この要領に定めるもののほか，事業実施に必要な事項は別に定める。

３ 本要領により難い事項については，知事と協議し承認を受けるものとする。

附 則

１ この要領は，令和２年４月30日から施行する。

２ 木のあふれる街づくり事業実施要領は，廃止する。

附則

１ この要領は，令和３年４月２日から施行する。

附則

１ この要領は，令和４年４月５日から施行する。



別記

第１号様式

その１(木育の推進（木育環境の整備用））

年 月 日

鹿児島県知事 殿

補助事業者 住所

氏名

事業着手（完成）報告書

年度木とふれあう環境づくり推進事業について，下記のとおり着手（完成）

しましたので報告します。

記

交付決定通知年月日 年 月 日 第 号

机・椅子

名 称 及 び 数 量

教育資材等

執 行 の 方 法 請負，委託，直営の別

請 負 又 は 委 託 の 住 所

相 手 方 氏 名

着 手 年 月 日

完成（予定）年月日

使 用 樹 種 及 び 数 量

木材の調達（予定）先

事 業 費

（注）名称及び数量，事業費については，整備する対象ごとに分けて記載するこ

と。



第１号様式

その２(木造施設等の整備用）

年 月 日

鹿児島県知事 殿

補助事業者 住所

氏名

事業着手（完成）報告書

年度木とふれあう環境づくり推進事業について，下記のとおり着手（完成）

しましたので報告します。

記

交付決定通知年月日 年 月 日 第 号

木造化

施設の名称及び数量 内装木質化

製品の設置

執 行 の 方 法 請負，委託，直営の別

請 負 又 は 委 託 の 住 所

相 手 方 氏 名

着 手 年 月 日

完成（予定）年月日

使 用 樹 種 及 び 数 量

木材の調達（予定）先

事 業 費

（注）名称及び数量，事業費については，整備する対象ごとに分けて記載するこ

と。



第１号様式

その３(木製品の開発及び普及用）

年 月 日

鹿児島県知事 殿

補助事業者 住所

氏名

事業着手（完成）報告書

年度木とふれあう環境づくり推進事業について，下記のとおり着手（完成）

しましたので報告します。

記

交付決定通知年月日 年 月 日 第 号

開 発 製 品 の 名 称

取 組 の 内 容 製品等の試作，技術等の開発，製品等の普及の別

着 手 年 月 日

完成（予定）年月日

事 業 費



第２号様式

年 月 日

鹿児島県知事 殿

補助事業者 住所

氏名

木育活動実施報告書

年度木とふれあう環境づくり推進事業（木育の推進（木育環境の整備））に

ついて，下記のとおり木育活動を実施しましたので報告します。

記

年 月 日 対 象 者 参加者数 実施内容

（注）実施内容については，年月日ごとに分けて記載し，活動状況写真等を添付す

ること。

(注) 対象者については，未就学児や小学生等ごとに分けて記載すること。


